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平成２０年７月４日（金）に熊野市の遊木漁港で市内保育園児が参加したトラフグ放流が行われました。地元の漁師さんにもサポートしてもらいながらの放流に歓声が上がっていました。この他、活魚車から海面まで直接ホースを伝っての放流も行い、総数は４万尾でした。
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園児放流用の水槽
各自小さなバケツにトラフグ稚魚を入れて、岸壁からの放流です。　園児にとっては金魚すくい感覚かもしれません。
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岸壁からの放流
　水槽のすぐ前の岸壁にブルーシートを海面まで垂らしての放流。高い岸壁におっかなびっくり、尻込みしながらバケツを差し出す園児達。
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港内で泳ぐトラフグ達
　海面に到着したトラフグ（黒い点々）。元気に泳いでいきました。放流稚魚の大きさは平均６cmでした。
放流したトラフグ稚魚は、しばらく浦内で餌生物などを捕食して大きくなり、熊野灘へ出ていくと思われます。なお、三重県で漁獲されるトラフグは熊野灘から静岡県沖の遠州灘を分布域とする伊勢・三河湾系群に属し、平成１９年度の資源評価では増加傾向にあるとされています。
